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例会・事業のご案内

会員拡大実施中！皆様のご支援をお願いいたします。

拡大目標40名！！

詳細はホームページをご覧ください

１月度例会（対内例会）

「新年賀詞交歓会」

「会員」の和創造室
室長：梅村恒次 

会員開発委員会
委員長：木村正秀

２月度例会（対内例会）
【２月１８日（水）　豊田産業文化センター】【１月１２日（月）　名鉄トヨタホテル】

「魅力あふれる人材が地域の未来を創造する
～地域のリーダーとなるために～」

　２０１５年度最初の例会となります。
私たちの活動にご協力をいただいている
関係諸団体の皆様や、特別会員の先輩方
をお招きし、（一社）豊田青年会議所の
２０１５年度の活動方針を発表いたしま
す。新年の賀詞交歓にふさわしいよう、
華々しく開催いたします。

　（公社）日本青年会議所２０１４年度の
会頭を務められた鈴木和也直前会頭（岡崎
JC）をお招きし、青年会議所活動を通し
て、地域のリーダーになるためにはどうし
たらいいのかを講演いただきます。地域は
もちろん世界の青年会議所を知る鈴木和也
直前会頭だからこそ知り得る切り口で例会
を構成していきます。

55周年を迎える今、我々が新たな一歩を
踏み出すために時代に即した「旗印」を掲
げます。今まで様々な運動を発信してきた
（一社）豊田青年会議所だからこそできる
アプローチを活かし、市民へ継続的に運
動を提供していける仕組みを構築します。
 

我々の誇りでもある「和」の精神を
未来へとつないでいくことの必要性
を理解していただき、市民の心に自
国への誇りがあふれる豊田市を
創造します。

３月度例会（対内例会）

４月度例会（公開例会）

VOL.1

本年度もメンバー全員で会員拡大に取り組んで参ります。

お知り合いの２０～３７歳未満の方で青年会議所に興味がある方がいらっしゃいましたら、ぜひご連絡ください。

　２０１５年度会員開発委員会は、
目標入会者数を４０名と掲げ、積極
的に若い人材を発掘し、１人でも多
くの入会をめざし会員拡大に取り組
んで参ります。青年会議所でなけれ
ば出会うことができない仲間、経験
することができないことがたくさん
あります。ぜひ一緒に活動していき
ましょう！

皆様のご支援に感謝
　昨年度、会員開発委員会委員長を務め
させていただきました折には、皆様方か
らのお力添えのおかげをもちまして、多
くの新入会員を私たちの仲間として迎え
ることができました。入会することで様々
な気づきや学びを得ることができる団体
であると確信しておりますので、本年度
も引き続きご支援くださいますよう、よ
ろしくお願いいたします。

「いいね！」おしてね！
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２０１５年度メンバー紹介

太田市長×柴田理事長対談
真のリーダーによる「和」の精神あふれる地域の創造

地域と（一社）豊田青年会議所をつなぐ広報誌
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　２０１５年度、 （一社） 豊田青年会議所に広報誌が復活いたします。 過去に発刊されていた豊田青年会議所の広報誌 『ブルージャケット』 を知る者は現

役メンバーにいませんでした。 今となっては貴重となった 『ブルージャケット』 をお借りし、 実際に手にとってみました。 過去を知ることで今の私たち

に足りないもの、過去から今の私たちに受け継がれているものに気づくことができました。 誌名の『ＬＩＮＫ』には、「現役メンバーと特別会員」をつなぐ、

また 「地域と豊田青年会議所」 をつなぐ、 という想いが込められています。 結びとなりますが、 『ＬＩＮＫ』 を通して （一社） 豊田青年会議所の魅力

を発信することができるよう、 委員会メンバー一同、 より良い広報誌とするために尽力してまいります。 是非ご一読いただきまして多くのご意見を承りたい

と存じます。 末永く広報誌 『ＬＩＮＫ』 をよろしくお願い申し上げます。 （広報渉外委員会委員長 鈴木健太郎）
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